
水戸済生会総合病院 がん化学療法レジメン 

 

対象臓器 胆道 

レジメンコード BI0060 

レジメン名 胆Durva+GC療法 

コースの日数 21 日 

催吐リスク 中等度 

 

種類 ﾙｰﾄ 薬剤名 用量 点滴時間 Day1 Day2 Day3 Day8 Day9 Day10 ～ Day21 

 ﾒｲﾝ 生食 50ml ﾗｲﾝｷｰﾌﾟ用 ﾒｲﾝのﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ用 ●        

抗癌剤 ﾒｲﾝ 
ｲﾐﾌｨﾝｼﾞ注 

生食 250ml 
1500mg/body 60 分 ●  

 
  

  
 

 側管① 生食 250ml ﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ 60 分 ●        

 側管① 生食 500ml ﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ 90 分    ●     

 ﾒｲﾝ 生食 50ml  ﾒｲﾝのﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞ用    ●     

制吐剤 ﾒｲﾝ 
ﾃﾞｷｻｰﾄ注 

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ注 50ml 

9.9mg/body 

0.75mg/body 

5 分 

側管①と同時 
●   

● 

（30 分） 
    

抗癌剤 ﾒｲﾝ 
ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ注 

生食 250ml 

25mg/㎡ 

 
60 分 ●   ●     

抗癌剤 ﾒｲﾝ 
ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ注 

生食 100ml 

1000mg/㎡ 

 
30 分 ●   ●     

 側管② 生食 500ml ﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ 90 分 ●   ●     

 ﾒｲﾝ 生食 250ml ﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ 30 分 ●   ●     

制吐剤  ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ錠 Day2-3,9-10：8mg 1 日 1～2回  ● ●  ● ● （院外処方） 

※ｲﾐﾌｨﾝｼﾞ投与後、側管から生食を流しながら、メインを制吐剤→ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ→ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ→生食の順に投与する。 

◆最大8 コース終了したら、その後は、ｲﾐﾌｨﾝｼﾞ注のみを 4週毎に投与する。 


